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特 養 み ち の く 荘
特 養 金 谷 み ち の く 荘
み ち の く ク リ ニ ッ ク

●みちのく荘のウェブサイト (www.michinokuso.jp) にも最新情報がたくさん！

青森県むつ市大曲二丁目 13-35

ニッショク

水産物・青果物・食肉・冷凍食品等の卸売

ＮＩＳＳＹＯＫＵ

電話 （０１７５）

有限会社

ＦＡＸ  （０１７５）

ベトナムから
175 軍病院一行が来訪

　１０月１日と２日に、ベトナムのホーチミン市にあ
る国防総省１７５軍病院のヴー ドゥック ハウ主計大
佐一行が来訪されました。
　WHO（世界保健機関）が２０１８年に発表した統計
によると、ベトナムの男女の平均寿命は７６．３歳です
が、高齢化のスピードは、欧米や日本を含む先進国に比
べるとはるかに速いと予測されています。
　来るべき「高齢社会」に備え、１７５軍病院では当法
人で実践している日本式介護や、様々な最新のＩＣＴ・
ＩｏＴ介護関連機器を視察する目的で訪れ、視察後は
熱心に意見交換を行いました。
　今後は、１７５軍病院が設立予定の老人介護施設へ、
協力していきたいと考えています。

ベトナム・175 軍病院一行と特別養護老人ホームみちのく荘玄関前にて

法人で使用している最新設備をまとめた VTR を視聴しています。

　
11
月
30
日（
土
）、む
つ
下
北
地
域
で
は
初
と
な
る「
子
ど
も

食
堂
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
昼
食
料
金
は
子
ど
も（
高
校
生
以
下
）無
料
、大
人
は
付
き

添
い
の
方
に
限
り
ま
す
が
３
０
０
円
で
す
。食
事
だ
け
で
は

な
く
、遊
ん
だ
り
学
ん
だ
り
と
、自
由
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。「
地
域
社
会
に
貢
献
し
た
い
」「
地
域
の
子
ど
も
た
ち

を
見
守
っ
て
育
ん
で
い
き
た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
こ
の「
子

ど
も
食
堂
」を
運
営
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。当
面
は
定
期
的

に
、毎
月
最
終
土
曜
日
の
昼
食
時
に
開
店
す
る
予
定
で
す
。

　
一
緒
に
運
営
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

や
、お
も
ち
ゃ
・
お
や
つ
・
食
材
等
を
提
供
し
て
く
だ
さ
る
企

業
や
個
人
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
是
非
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
子
ど
も
だ
け
で
も
、大
人
と
一
緒
で
も
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

 

記
／
徳
田　

努

タイムスケジュール
10:30　オープニングセレモニー
12:00　昼食タイム
※アレルギー食への対応は行っておりません。

ボランティアや「子ども食堂」に関するお問い合わせ
社会福祉法人　青森社会福祉振興団　人材部 木村

TEL 0175-23-1600
（平日 8:30 ～ 17:30）

　「
子
ど
も
食
堂
」と
は
、食
事
・
遊
び
・
勉
強
が
で
き

る
集
い
の
場
所
で
す
。

　「
食
事
」を
通
じ
て
、子
ど
も
同
士
、親
同
士
そ
し

て
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

特別養護老人ホーム金谷みちのく荘

地域交流室

みちのく金谷デイサービスセンター

むつカラオケパラダイス

スイミングアカデミーむつ

特別養護老人ホームみちのく荘

下北文化会館

国道３３８号線

特別養護老人ホーム金谷みちのく荘内
地域交流室場　所

むつ市金谷２- ２０- ２

11月30日の会場はココ！

１２月からは
ココだよ！

むつ市十二林８－１０
に、場所が変わります。

開催日

時　間 １０：３０～１６：００

11 30月 日（土）

当日は、子ども食堂の「のぼり」が目印 !!

こ

私
の
小
径

み
ち

　

菊
池
豊
七
さ
ん
は
、「
み
ち
の
く
金
谷

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」を
週
２
回
利

用
し
、自
宅
で
妻
の
ヒ
ロ
子
さ
ん
と
２
人

で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

豊
七
さ
ん
は
、む
つ
市
椛
山
で
米
や
芋

を
作
る
農
家
の
８
人
兄
弟
の
２
番
目
と
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

子
供
の
頃
は
戦
争
中
で
、空
か
ら
降
っ

て
く
る
爆
弾
を
避
け
る
た
め
家
族
全
員
で

防
空
壕
へ
逃
げ
、生
き
る
か
死
ぬ
か
の
毎

日
で
し
た
。少
し
で
も
家
族
の
役
に
立
ち

た
い
と
、仕
事
が
忙
し
い
両
親
に
代
わ
り
、

学
校
に
行
か
ず
毎
日
兄
弟
の
子
守
り
を
し

て
い
ま
し
た
。な
か
な
か
学
校
に
通
え
な

い
豊
七
さ
ん
や
、近
所
の
子
ど
も
た
ち
を

心
配
し
た
担
任
の
先
生
が
、地
域
の
集
会

所
で
勉
強
を
教
え
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

「
皆
と
一
緒
に
勉
強
で
き
る
事
が
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
。先
生
に
は
感
謝
し
て
も
し

き
れ
な
い
よ
。」

　

兄
弟
た
ち
の
面
倒
を
見
な
が
ら
、学
校

を
卒
業
す
る
ま
で
馬
や
牛
の
預
か
り
番
や

農
業
の
手
伝
い
を
し
、卒
業
後
は
営
林
署

（
現
森
林
管
理
局
）に
就
職
を
し
ま
す
。営

林
署
で
は
田
名
部
や
大
畑
等
で
国
有
林
の

管
理
を
し
て
い
ま
し
た
が
、21
歳
の
時
、土

木
作
業
員
と
し
て
働
く
た
め
に
、む
つ
市

を
離
れ
て
北
海
道
へ
行
き
ま
し
た
。

　

北
海
道
へ
行
っ
て
も
、お
盆
と
正
月
に

は
実
家
へ
帰
省
し
て
い
ま
し
た
。帰
省
の

際
、昔
か
ら
の
知
り
合
い
だ
っ
た
１
歳
年

下
の
妻
ヒ
ロ
子
さ
ん
と
再
会
し
、２
人
は

結
婚
。１
女
１
男
を
授
か
り
ま
す
。結
婚
後

も
家
族
を
む
つ
に
残
し
、単
身
赴
任
を
続

け
ま
し
た
。

　

24
歳
の
時
、む
つ
市
の
建
設
会
社
で
働

く
事
が
決
ま
り
帰
郷
し
ま
し
た
。

「
仕
事
が
忙
し
か
っ
た
か
ら
、一
緒
に
出
掛

け
る
事
は
あ
ま
り
出
来
な
か
っ
た
け
ど
、

毎
年
子
ど
も
や
妻
と
一
緒
に
田
名
部
祭
り

に
行
っ
た
事
が
良
い
思
い
出
だ
。」

　

建
設
会
社
で
は
道
路
・
土
管
工
事
、川
の

氾
濫
防
止
用
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
む
作
業
を

し
て
い
ま
し
た
。ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど
を

操
作
で
き
る
資
格
や
、建
設
に
必
要
な
資

格
も
た
く
さ
ん
取
得
。そ
ん
な
豊
七
さ
ん

の
真
面
目
な
人
柄
が
社
長
に
認
め
ら
れ
、

最
終
的
に
は
現
場
監
督
を
任
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

「
何
も
な
い
所
に
道
路
を
作
っ
て
、道
が
で

き
、人
が
通
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
仕

事
を
し
て
い
て
一
番
楽
し
か
っ
た
。」

　

64
歳
の
時
、目
の
病
気
の
た
め
や
む
を

得
ず
退
職
し
て
か
ら
は
、山
へ
行
き
木
の

世
話
を
し
た
り
、山
菜
な
ど
を
取
る
事
が

第
二
の
生
き
が
い
に
な
り
ま
し
た
。

「
小
さ
い
子
ど
も
を
置
い
て
単
身
赴
任
を

し
た
時
も
、体
を
壊
し
た
時
も
、妻
は
い
つ

も
支
え
て
く
れ
た
。今
、自
分
が
生
き
て
い

る
の
は
妻
の
お
か
げ
で
す
。」

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
も
、夫
婦
ふ
た
り
で

支
え
あ
い
な
が
ら
、笑
顔
で
暮
ら
し
て
い

き
ま
す
。

 
記
／
渡
邊　

奈
美
子「もう一度山に行って木の世話をしたい。」と、にこやかに語ります。

昭和１４年生まれ８０歳 / むつ市椛山出身菊池　豊七 さん
 きくち　　　とよしち

今は人生１００年の時代。
これからの２０年は妻と２人で楽しく暮らしたい。
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快適な環境づくりのお手伝い

（車いす・ベッド・リハビリ機器他）

住宅改修

介護用品のレンタル・販売○

○

シルバーサービス株式
会社
〒 035-0033　むつ市横迎町 2-9-13

ＴＥＬ　0175-22-9511

　

こ
の
度「
Ⅰ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
」の
認
証
維
持
が
承

認
さ
れ
、ま
た「
青
森
県
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
認

証
評
価
制
度
」も
認
証
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、こ
の
２
つ
に
加
え
新
た
に「
あ
お
も
り

働
き
方
改
革
推
進
企
業
」に
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
お
も
り
働
き
方
改
革
推
進
企
業
認
証
評
価
制

度
は「
働
き
方
改
革
」に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業

を
県
が
認
証
す
る
制
度
で
す
。全
て
の
労
働
者
が

あ
お
も
り
働
き
方
改
革
推
進

企
業
に
認
証
さ
れ
ま
し
た
！

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

進
め
、女
性
の
継
続
就
業
や
男

性
の
家
庭
参
画
、ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
等
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
働
き
や
す
い
職
場
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

名　前 : 藤江　一人
出身地 : むつ市脇野沢
所　属 : 特別養護老人ホーム

金谷みちのく荘

　管理員は、法人の施設設備機器等
の保守・管理、構造物の管理及び敷
地内の環境整備、備品及び消耗品の
購入・管理を行います。
　敷地内の修理を業者に依頼し、業務
を行う現場に立ち会ったり、自身で修
繕を行うこともあります。電気やボイ
ラー、給排水等の設備管理というよう
に、内容は多岐にわたります。
　必要に応じて、資格等も取得し、
利用者や職員の毎日の暮らしをサ
ポートします。　

●管理員ってどんな仕事？

みちのく荘で働く仲間たち
第８回　　管理員

　藤江管理員は２００２年 4 月知人の勧めがあり、中途採用
でみちのく荘へ入社しました。入社当初は管理員として働く
傍ら、訪問入浴車のスタッフも兼務していました。現在は「特別
養護老人ホーム金谷みちのく荘」で管理員として働いており、

「特別養護老人ホーム金谷みちのく荘」の他「みちのく金谷デイ
サービスセンター」など金谷エリアの施設・設備管理を担当し
ています。
　施設備品の日常・定期点検に加え、入居者の車いすの調整な
ども行います。高校卒業後、専修学校を経て、建て方（

※
注）の仕事

をしていた経験が現在に活かされています。
　利用者が、誤って紙パットを居室のトイレに流してしまっ
た事がありました。駆け付けると、ベットに座り「便所流れね
じゃ。壊れだべが？」と心配そうに、作業を見守っていました。
トイレの詰まりを取り除き、声掛けしようと振り返ると、ぐっ
すりと眠っていたので静かに退室しました。数日後、その利用
者が亡くなり部屋を片付けていると、元気に過ごしていた頃の
写真を見つけ、時間が止まった事を覚えているそうです。

「様々な出会いがあり、今に至ってます。やりがいのある仕事
で、利用者や職員にとって快適な暮らしとは何か、今自分にで
きる事は何かを、日頃から考えこれからも従事していきます。」
　冬になると、除雪作業で一段と忙しくなります。今日も施設
のあちらこちらから、藤江管理員を呼ぶ声が聞こえます。
　※（注）建て方とは、建築現場において構成材を組み立てる
ことを言います。

第
２
期
み
ち
の
く
議
会

活
動
報
告
!!

◆第２期みちのく議会議員紹介◆
≪任期≫２年
( ２０１８年７月１日～２０２０年 6 月３０日迄 )
▶写真手前右から【フード職員代表】小笠原 敬

【介護職員代表】今 夏美　【介護職員代表】澤口 陽子
【事務員代表】京谷 萌恵　【医療職員代表】能渡 竜洋
▶写真奥右から【リハビリ職員代表】杉山 北郎

【相談職員代表】小笠原 悟　【介護職員代表】佐賀 宗敬
【管理員・ドライバー職員代表】竹内 学

　

２
０
１
６
年
に
発
足
さ
れ
た「
み
ち
の
く
議

会
」は
２
期
目
の
議
員
と
な
り
、早
い
も
の
で
１

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
作
る
た
め
に
、

様
々
な
視
点
で
議
論
が
行
わ
れ
る
よ
う
、議
員

は
当
法
人
に
勤
務
す
る
全
職
種
の
中
か
ら
選
挙

に
よ
っ
て
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

法
人
各
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
目
安
箱
に
投

書
さ
れ
た
要
望
に
対
し
、情
報
収
集
を
行
い
、定

例
会
及
び
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
す
。法
人
経
営

者
へ
提
案
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
議
案
に
つ
い

て
は
、管
理
職
会
議
ま
た
は
常
任
理
事
会
へ
諮

り
ま
す
。こ
れ
ま
で
に
い
く
つ
も
の
議
案
が
可

決
・
承
認
・
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、法
人
全
体
の
よ
り
良
い
環
境

づ
く
り
と
、法
人
職
員
に
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

【介護】優勝者：佐藤ふみえ（みちのく十二林ショートステイ）

【看護】優勝者：玉内詳子 (みちのくクリニック )

　

９
月
21
日
（
土
）、
５
回
目
と
な
る
「
み
ち
の

く
荘 

サ
ー
ビ
ス
公
開
競
技
大
会 

ま
る
め
ろ
杯
」

が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
金
谷
み
ち
の
く
荘
内
・

地
域
交
流
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
リ
ハ
ビ
リ
」「
看
護
」「
介
護
」の
他
、「
事
務
員
」

「
調
理
員
」
を
加
え
た
計
５
部
門
の
職
種
で
予
選

会
を
行
い
、
代
表
に
選
ば
れ
た
職
員
は
忙
し
い

業
務
の
合
間
を
縫
っ
て
練
習
を
重
ね
、
優
勝
を

目
指
し
て
競
い
ま
し
た
。

　
「
ま
る
め
ろ
杯
」
は
毎
年
開
催
す
る
予
定
で
す
。

次
回
開
催
時
は
ど
の
専
門
職
種
の
競
技
が
行
わ

れ
る
の
か
?!
ど
な
た
で
も
無
料
で
ご
観
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
ご
家
族
・
ご
友
人
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

各
部
門
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

結
果
報
告

第 回5

【
事
務
員
部
門
】 

　
若
狭
　
珠
枝

　（
み
ち
の
く
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
）

【
リ
ハ
ビ
リ
部
門
】 

　
杉
山
　
北
郎

　（
み
ち
の
く
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）

【
看
護
部
門
】

　
玉
内
　
詳
子

　（
み
ち
の
く
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

【
調
理
員
部
門
】

　
小
笠
原
　
敬

　（
金
谷
フ
ー
ド
）

【
介
護
部
門
】

　
佐
藤
　
ふ
み
え

　（
み
ち
の
く
十
二
林
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

まるめろ美術館ご案内
関野凖一郎記念

期間／2019年 10月 4日（金）～2020年 2月4日（火）
開館時間／ 10：00 ～ 16：00
資料代／３００円（中学生以下無料）
休館日／第一水曜・第一木曜・土・日・祝日・年末年始

「東北風景」展

猪苗代湖（1984 年）／関野凖一郎

　

２
０
１
９
年
10
月
８
日「
ベ
ト
ナ
ム
保
健
省
フ

エ
中
央
病
院
と
の
協
働
事
業
の
覚
書
」の
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
法
人
の
海
外
事
業
は
、日
本
語
と

介
護
の
教
育
・
研
修
事
業
が
中
心
で
し
た
が
、こ
の

新
し
い
事
業
に
お
い
て
は
、実
際
に
フ
エ
の
人
々

に
介
護
を
行
う
と
い
う
の
が
こ
れ
ま
で
と
の
大
き

な
違
い
で
す
。

　

協
働
事
業
を
行
う
フ
エ
中
央
病
院
の
ヒ
エ
ッ
プ

院
長
は「
病
院
が
培
っ
て
き
た
高
齢
者
向
け
の
医

療
分
野
サ
ー
ビ
ス
に
、高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
先
進
国

の
日
本
の
技
術
、施
設
建
設
や
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、ベ
ト
ナ
ム
社
会
に
ふ
さ

わ
し
い
新
し
い
高
齢
者
介
護
の
形
が
生
ま
れ
る
と

確
信
し
て
い
る
。」と
述
べ
ま
し
た
。

★
ベ
ト
ナ
ム
保
健
省
フ
エ

中
央
病
院
と
の
協
働
事
業

の
覚
書
に
調
印
！

　

調
印
式
の
後
に
は

「
第
１
回
日
越
介
護
・

リ
ハ
ビ
リ
研
究
セ
ミ

ナ
ー
」が
行
わ
れ
ま

し
た
。日
本
の
介
護

が
看
護
や
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
と
ど
の

よ
う
な
関
わ
り
を

も
っ
て
い
る
の
か
、

日
本
や
ベ
ト
ナ
ム
の

リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て

実
技
発
表
を
交
え
て

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、活
発
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。セ
ミ
ナ
ー
や
勉
強
会
を
今

後
も
積
み
重
ね
て
、具
体
的
な
事
業
の
形
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
・
研
修
、介
護
事
業
を
進
め
る
こ
と
で
、法

人
の
当
初
の
目
的
で
あ
る「
人
材
循
環
サ
イ
ク
ル
」

の
完
成
へ
ま
た
一
歩
近
づ
き
ま
し
た
。

今後はフエ中央病院の一角を改修し、日本式の介護技
術を取り入れた施設を運営する予定です。


